拡大幹事会報告

　8月の定例会は拡大幹事会とし、昨年同様、OBN協議会副会長の西澤先生にご講演をを頂いた。

会場は西澤副会長の所属先、能力開発総合大学校の創業サポートセンター（田町）で、夕方の5時から5時半までを幹事会とし、今後の活動予定、特に10月に上海で開催されるAPOC2002－OBN協議会も出展を決めている－についての打合せ及び経過報告を行った。
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引続き「最近の光通信事情、光コンポーネント開発の闇と夢」というタイトルで、西澤副会長より約1時間にわたり、情報化社会と光技術、分布屈折率マイクロレンズの開発、通信用マイクロレンズ、情報処理用マイクロレンズ、ベンチャー創生への提言等につき、お話しいただいた。

わが国は現在、人件費等が高コスト構造になったため国際競争力が低下し、製造業の海外移転が進んだ結果、成長率が低下し、財政赤字に陥っている。しかも金融システムの構造改革や規制緩和が遅れており、日本的システムの崩壊が始まっている。特に日本人の戦略思考が停止していることが最も危惧すべき点、課題であると述べられた。

とは言うものの情報家電に見られるハイタッチ製品をはじめとし、日本にも依然として強みを持っている分野もあるので、その辺の技術を中心に展開すべきとの提案がなされた。例えば、TVとコンピュータやインターネットとの統合化を進めるデジタル技術やアニメ、ゲームソフト等のデジタルコンテンツは世界をリードしている。またハイテクを駆使した製造技術で低コスト化、小型化をはかる電子・光部品はまだまだ強みをもっていることを指摘された。eJapan構想のもと急速に立ちあがりつつあるFTTHは日本の独壇場であり、ブロードバンド化と携帯端末技術が日本の今後のキーテクノロジーになり、通信革命が進行するであろうと予想された。
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その他ご自身の開発経験についても詳しくご説明いただいた。日本のベンチャーに対する様々な提言の後、次の言葉で講演をまとめられた。

「規模や売上高、利益総額偏重の経営から市場ニーズを捕まえ、その変化に迅速に対応する経営へ-　Smal and Quick Response is Beautiful」（文責：上野直樹）

なお、講演の資料希望のかたは事務局にご連絡ください。

